
現状

問題点、課題

施策の策定にあたっての
考え方

第7次総合計画の策定に当たっては、基礎調査、市民アンケート、振
り返り検証・ヒアリング、職員アンケート、関係団体アンケート、職員・
市民ワークショップ等を実施し、本市の現状や課題、市民ニーズの
把握に努めている。
人口減少の進行や社会経済情勢の変化を踏まえ、行政と市民が目
指す方向性を共有できる、分かりやすく実効性の高い計画とするとと
もに、総合計画と総合戦略を一体的に整理し、市民一人ひとりの幸
せに焦点を当てたまちづくりにつながる計画として策定する。

案件名：第7次伊万里市総合計画の策定について

（様式第4号）

本市では、昭和49年の第1次総合計画策定以来、市政運営の指針と
して総合計画を策定しており、現在も市の総合的かつ計画的な行政
運営の指針であり、まちづくりの長期的な展望を示す最上位計画とし
て位置付けている。現行の第6次総合計画は、令和8年度をもって最
終年を迎えることを踏まえ、本市ではひととのつながりをいかすこと
で、まちのにぎわいと暮らしの安心を実感できるまちづくりを目指し、
令和9年度を起点とする第7次総合計画を策定する。

本市では、人口減少と少子高齢化が進行しており、労働力不足や地
域経済の縮小、生活機能の維持が課題となっている。また、若年層
の定住促進や子育て支援、教育環境の充実に加え、豪雨や猛暑、
原子力災害を含む複合的な災害への対応、さらには行政サービス
の向上に向けたDXの推進が求められている。
加えて、市民アンケートでは道路・交通や商工業に関する施策の重
要度が高い一方で満足度が低く、特に交通の利便性向上が大きな
課題となっている。
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